
【令和４年度東京都教育委員会研究推進団体 中学校書写研究会】 

Ⅰ 団体について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体の取組み】 

 年間の主な取組みは次のとおりである。 

①６月 定期総会/研修会 書き初め撰文、書き初め執筆者選定 

 （書き初め紙上展の課題文字を決定し、執筆者を選定する） 

②７月 研修会 書き初め文字基準確認 

 （執筆者が試作した文字基準について検討する） 

③８月 研修会 書き初め文字基準完成 

 （執筆者による文字基準を再度検討し、完成させる） 

④９月 研修会 研究発表会に向けた指導案検討⑴ 

 （授業担当者が提案した学習指導案について検討する） 

⑤10 月 研修会 研究発表会に向けた指導案検討⑵ 

 （授業担当者が提案した学習指導案について検討する） 

⑥11 月 研修会 書き初め指導法の研修⑴ 

 （書き初めの執筆者による文字基準の要点等解説を聞き、指

導法を学ぶ）              右上に続く↗  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究について⑴ 

 

研究主題 書字文化を大切にし、文字感覚を高める書写指導 

テーマ 学習過程を重視した指導方法の改善 

【団体の概要】 

 学習指導要領に示された目標を踏まえ、書写の基礎・基本的

な知識及び技能や主体的に学習に取り組む態度の育成を図る指

導方法の工夫について、研修会を通して研究・実践交流をして

いる。 

⑦11 月 研究発表会/研修会 書き初め指導法の研修⑵ 

 （公開授業（令和４年度は、授業は非公開とし動画及び成果物

による発表とした）と研究協議会／書き初めの執筆者に

よる文字基準の要点等解説を聞き、指導法を学ぶ） 

⑧２月 研修会 書き初め紙上展の審査 

 （書き初め指導法研修会参加者から審査会の参加者を募

り、審査しながら審査法を学ぶ） 

⑨３月 書き初め展授賞式 

その他の活動として、年度末に研究紀要の発行・配布を

行っている。 

【研究の目的】 

生徒の主体的に学習に取り組む態度を養い、書写の知

識・技能を高めるために、主体的・対話的で深い学び、

個別最適な学びの成就を図る。 

【研究の方法】 

①他者とのコミュニケーションを前提とし、学習の過程及

び成果を共有することで、読みやすい字を書く意識及び

書写の知識・技能を向上させる。 

②ＩＣＴを活用し自分の書いた文字と文字基準を比較する

ことで自己の課題を捉えさせ、具体的にその改善に向け

て取り組ませる。 

  



【令和４年度東京都教育委員会研究推進団体 中学校書写研究会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究について⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題（まとめ） 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都中学校書写研究会 

代表者 

所属 東村山市立東村山第四中学校 

職 氏名 校長 齋藤 健一 

連絡先 042-391-9114 

事務局 

所属 台東区立駒形中学校 

職 氏名 指導教諭 石津 あや 

連絡先 03-3844-2089 

 

【研究の内容】 

①書き初めの課題文字につい

て、概略と留意点や筆使い

などを知る。 

②試書したものを一人１台タ

ブレット端末で撮影し、文

字基準と並べて比較するこ

とにより「良かったとこ

ろ」及び「課題」を明確に

し、タブレット端末に配布

されたワークシートに記入

する。 

③各自のタブレット端末で筆

使い動画を見ながら課題解

決を目指して練習し、最も

課題解決できた一枚をタブ

レット端末で撮影してワー

クシートに「良くなったと

ころ」「課題・直し方」を記

入する。タブレット端末上

で「提出」する。 

④ツインミーティングを行     

い、③の内容を共有し合う。 

⑤２～３文字ずつ、全ての字に

ついてこの学習を繰り返す。 

 

【研究の成果】 

・ＩＣＴの活用により「自分のペースで手元のタブレット

端末により筆使い動画を何度でも見て確認できる」「自

分が書いたものと文字基準をスクリーン上で並べて客観

的に見ることで課題が明確になりやすい」「書いたもの

をワークシートに貼り付けて、振り返りと 

ともに提出できる」といった利点が見られた。 

・ツインミーティングを実施し、良い点や改善 

点を伝え合うことで、書写の用語を自分の語 

彙とすることができていた。改善方法をアド 

バイスし合いながら学びを深めている様子も見られた。 

【研究の課題】 

・タブレット端末で他の生徒のワークシートを鑑賞するこ

ともできるので、効果的に活用し学び合い活動を行う。 

↑留意点を伝える様子 

同じ生徒のワークシート 

↑最初  ↓最後 

↑ツインミーティングの様子 


